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民背広が生産だけでなく宜べ

方や宜ベる場までを提案。さ

らに観光にもつながるという

大きなうねりが起こってい

る。なかでも驚いたのはイタ

リアのアグリツーリズモ。民

家宿泊で観光客を誘致する。

2万軒以上もある。そこで蝿

土の料理やワインを味わう。

ガイドブックもある。農家民

泊運営の講座も聞かれ、その

ノウハウを学んでもらい投資

が行われる。そこから雇用も

生み出している。

日本でも新しい動きが始

まっている。自分たちの持ち

味をLっかり吟味し、消費者

との按占を融合させながら宜

を提供していくものだ。

例えば、神奈川県横須賀市

町直究所 「すかなごっそ(横

須賀町ご馳走と言う意味)J。

周辺の住民の散や柴容の恕定

を先にリサ チ。野菜だけで

なく、魚、肉、花など消費者

が必要な生鮮をjf!めた。1;1家

には数は企なくとも消費者が

求めるものを適正な価格で販

売をすることを徹底し、レン

金丸

ピを提案して販売。売れるベ

スト 10を農家に自信するな

どをして先り上げを毎年伸ば

す。

石川県白山市の株式会社大

星は、稲作農家が立ち上げた

法人。集約型の農業で 135;;

ある。米栽培だけでなく、直

究所、レストラン、惣来応な

どを運営。もち米を使った塩

豆大福が好評で海外事にも人

気になっている。

驚いたのが 「きいたまヨー

ロッパ野菜研究会」。さいた

ま市内のレストラン、種苗会

社、食品流通会社、民家、市

が連携。海外品種でンエフが

欲しいものを民家が一緒に食

べ方を学び栽培。飲立庖専門

の流通会社が飲食眉個別に野

某を配送。相乗効果で全体の

克り上げを伸ばしている。

これらの新しい民業の動き

は、消費者の心をつかみ、地

方での雇用にもつながり、大

きなうねりになっている。こ

のノウハウの連携が、これか

らの持続的な地域の暮らしに

もつなカfることだろう。
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